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12 18 

 

 



13 21 ごみの排出量をみると、全体としては令和元年度まで増加した後、減少傾向にあり、この傾向は可

燃ごみ、資源ごみについても同様となっています。 

ごみの排出量の推移をみると、可燃ごみ、資源ごみ、粗大ごみのいずれも、大きな増減が見られな

い状況です。 

15 15,27 記載なし 
第２節 地球環境 

１ 温室効果ガス 

市内から排出された 2019（令和元）年度における温室効果ガス排出量は、二酸化炭素換算で 853.7

千 t となっており、2013（平成 25）年度を基準年度として比較すると、15.8％減少しています。 

温室効果ガス排出量の推移をみると、おおむね減少傾向にあります。 

市内の事業者における脱炭素へ向けた取組としては、ＬＥＤ等省エネ製品の利用、冷暖房の適正

な温度設定、太陽光パネルの設置、ボイラーの高効率タイプへの更新、夏季のグリーンカーテンの

設置、電気使用量の見える化、環境マネジメントシステムの運用等が見られます。 

 

第６節 環境教育・協働 

 本市では多様な環境教育を実施しています。一般廃棄物焼却施設である田代環境プラザでは、見

学を受け付けており、近年では毎年見学者が 1,000 人以上となっています。 

また、地球温暖化対策に取り組む新たな担い手を育成するため、アース・キッズ事業＊を実施して

います。近年では参加校 10 校、500 人前後が参加しています。 

 市内の環境美化活動としては、市内一斉環境美化活動、リバーフレンドシップ＊、ボランティア・

サポート・プログラム、アダプト・ロード・プログラムがあり、令和２年度は 54 団体が参加してい

ます。 

市内の環境に関わる各団体では、大井川の美化活動、田植え・稲刈り体験、講演会などの取組が

展開されています。課題としては、新しいメンバーの加入が少ない、メンバーの高齢化、活動がマ

ンネリ化しているといった意見があがっています。 

25 71 （２）行政 

・エネルギーの地産地消を促進する。 

・学校の授業で市内の自然を知り、実際に足を運んで体感できる機会をつくる。 

・学校給食での地産地消、有機野菜の使用を推進する。 

・環境に関する情報発信の機会、市民と共に考える機会をつくる。 

・キエーロで生ごみを堆肥化したものを農業で活用できるよう取り組む。 

・コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりを推進する。 

 

（２）行政 

■環境審議会 

島田市環境基本条例第 19 条に基づき、市長が委嘱する委員 15 人以内により組織されています。

市長の諮問に応じ、環境の保全・創造に関する事項について調査・審議します。 

 

■環境管理委員会・幹事会 

島田市環境基本条例第 20 条第２項に基づき、庁内に設置する横断的な推進組織です。計画の進行

管理や効果的な取り組みの検討、複数の所管による関連事業の調整を行います。 

■庁内各課 

市の施策に環境配慮を織り込み、率先して計画を推進するとともに、その進捗状況を把握し、環境

管理委員会及び幹事会に報告します。 

 

■事務局（環境課） 

各主体から市への環境に関する意見提出、問い合わせの窓口としての役割を果たすとともに、環境

審議会や環境管理委員会の事務・とりまとめなどを行います。 

また、今日の幅広い環境課題の解決には、広域的な取組とともに、専門的・技術的な知見が必要とな

ることから、国・県や周辺市町などとの連携・協力に努めていきます。 



28 44 記載なし 

 

29 45 
第２節 ゼロカーボンシティを実現した島田市の将来の姿 

目指すべき将来像を実現するためには、そのイメージを具体的に持つことが重要です。前節では、

2050 年の島田市の自然や暮らしを中心にイメージした図を示しました。本節では、ゼロカーボンシ

ティを実現した 2050 年の島田市がどのような社会になっているかを技術の進展を中心にイメージ

するため、島田市の将来の姿が静岡県の将来の姿と重なることが多いと仮定し、「第４次静岡県地球

温暖化対策実行計画」に描かれている静岡県の将来の姿を以下に示します。 

 

  （以下省略） 

 

第２節 ゼロカーボンシティを実現した島田市の将来の姿 

目指すべき将来像を実現するためには、そのイメージを具体的に持つことが重要です。前節では、

2050 年の島田市の自然や暮らしを中心にイメージした図を示しました。本節では、ゼロカーボンシ

ティを実現した 2050 年の島田市がどのような社会になっているかを、社会の仕組みの変化や技術の

進展を中心にイメージするため、静岡県の「第４次静岡県地球温暖化対策実行計画」や公益財団法

人地球環境戦略研究機関の報告書「ネット・ゼロという世界-2050 年 日本（試案）-」を参考に、

将来の島田市の姿を描きました。 

  （以下省略） 

30 64 
コラム：ごみ減量 

島田市では、「ごみ削減マニュアル」を作成し、「毎日の生活の中でできるごみ削減」や「事業所

ごみの削減事例」を掲載して啓発することにより、ごみの減量に取り組んでいます。 

 

＜家庭編に記載のチェックリスト＞ 

○Attitude（心構え） 

□ 私は、ごみの削減を心がけている    □ 「もったいない」が合言葉になっている 

□ 自分が出しているごみの量を知っている □ エコマークを商品購入の参考にしている 

○Reduce（発生抑制） 

□ 日頃から、できるだけごみを出さないようにしている  

  マイバッグを持参したり、簡易包装を店に求めている 

□ マイボトルやマイはしを使っている  □ 詰め替え製品をよく使う 

□ 長く使えるものを買う         

  生ごみを少なくするよう、買い物や調理を工夫している 

○Reuse（再利用） 

□ 友人や知人と、不要品を融通しあっている  

コラム：ごみ減量 

田代環境プラザでは、見学時に「エコライフチェック（ごみ編）」を配布し、ごみ減量に取り組ん

でいます。 

 

■エコライフチェック（ごみ編） 

１ 家での食事や外食時は残さず食べる。 

２ 材料を無駄なく使うエコクッキングを行うようにしている。 

３ 生ごみは水分を十分切ってから出している。 

４ 
ペットボトル・トレイ・新聞紙・ダンボール・雑誌・食用油・古布類等は、分別して

いる。 

５ お菓子やティッシュの箱などは「雑紙」として資源ごみに出している。 

６ 
リターナブルびん（ビールびんや酒びん等）は、販売店に返却、または地域の資源回

収に出している。 

７ チラシの裏面をメモ用紙にする。 

８ 買い物のときは、マイバックを持参する。 

９ 買う前に本当に必要かどうかよく考えて、環境への負担・悪影響が少ないもの、長く



 

□ 不要品をフリーマーケットやリサイクルショップなどにまわしている 

□ リサイクル品を利用している □ リターナブルビンなど、再使用ができる容器を購入している

□ 古着を雑巾にするなど、不用品をほかの用途で使っている 

○Recycle（再生利用） 

□ ごみの分別を徹底している  □ 生ごみを堆肥にしている 

□ お菓子の箱や包装紙は、燃えるごみではなく「雑がみ」の回収に出している 

 

使えるものを選んでいる。 

10 リサイクル商品や詰め替え商品を優先して購入している。 

11 必要のない包装（過重包装）はことわる。 

12 不用品をバザー、フリーマーケットなどに回すようにしている。 

13 壊れた物は、修理して使っている。 

14 マイ箸やマイボトルを持ち歩いている。 

15 家族で「省エネ」・「リサイクル」・「環境問題」などの話をする。 

 

 


